
「全ての市民が幸せを実感できるまち」

地域の明るい未来に向けた

寒河江市の取組みについて

寒河江市長 齋藤 真朗

地域の明るい未来フォーラム in 西村山

令和8年11月２日(月)
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寒河江市

１．寒河江市の将来ビジョン

将来目標人口 令和17年度：35,070人

本市の人口減少の要因としては、出

生数の減少に伴う少子化の進行と高

齢化の加速に伴う死亡数の増加によ

る自然減と進学や就職などを契機と

した若年層の転出者数が転入者数を

上回る社会減が要因となっています。

令和17年目標(2035年)の将来目

標人口を35,070人と定め、国立社

会保障・人口問題研究所による同年

の本市推計人口34,732人を338

人上回る目標設定としています。

1



寒河江市

１．寒河江市の将来ビジョン

将来都市像

「さくらんぼと幸せ実る 夢育むまち 寒河江」

将来都市像実現のための目指すべき姿

便利で心地よく暮らせるまち

心を癒すまち

行政に信頼が持てるまち

わかりあえるまち

助け合いがあるまち

安心に暮らせるまち

健康に暮らせるまち

賑わいを感じるまち

もうかるまち

働く喜びがあるまち

将来の暮らしが見通せるまち

自己実現できるまち

誇りと愛着を持てるまち

仲間がいるまち

感性・創造性を育むまち

やりたいことが見つかるまち

学びが深まるまち

子育てが楽しいまち

家族と暮らせるまち

※第７次寒河江市振興計画（令和8年度～17年度）に基づく施策展開
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

全国に誇る子育て環境と教育のまちへ

� 保育料負担軽減の継続
県と連携して実施している保育料の段階的負担軽減について、県が年収470万円
以上640万円未満世帯に1/4軽減を拡充することに合わせ、市も1/4を上乗せし
て1/2軽減とするとともに年収640万円以上の世帯に対し、市単独で1/2軽減を
実施する。

� 3〜5歳児副食費完全無償化の継続
3歳〜5歳児の副食費全額を助成し、完全無償化を継続する。

� 小中学校給食費完全無償化の継続
⼦育て世帯の経済的⽀援、⼦育て世帯を社会全体で⽀える意識づくりなど総合的
な⼦育て⽀援として、小中学校給食費の完全無償化を実施する。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

全国に誇る子育て環境と教育のまちへ 子育て・学びのための環境整備

� 寒陵スクール拡充、別室登校の継続
寒陵スクールの教育相談員の勤務時間を延⻑し、午前午後を通じて通いやすい環境を整えるとともに、各中学校
に別室登校の生徒を担当する教育相談員を配置し児童や保護者への指導や教育相談体制の充実を図る。

� 小学校へのウォータースタンド設置
市内9つの全小学校にウォータースタンドを合計19台設置し、熱中症対策を進める。

� 新中学校の施設整備
新中学校施設整備に係る実施設計業務の委託を⾏う。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

賑わいと交流を生み出す豊かなまちへ 農産物の生産力強化

� 新規就農者等への経営安定支援
・新規就農者が安定した経営を図られるように経営資⾦を⽀援することで、農家⼈⼝の増加を図る。
・経営開始から10年までの新規就農者等に対し、機械設備等の購⼊費を補助することで安定した経営が図られる
よう⽀援する。

� ⽣産性向上に係る補助⾦の拡充
収益性を向上させるための設備や資材、省⼒化推進設備及び労働環境設備等の導⼊に係る経費を⽀援する。

中小企業への支援拡充

� 若者の創造性育成等支援
DXを活用した地域事業者⽀援（Next Biz By 寒河江市）の運営、企業及びリスキリング⽀援の実施と新た
な⼈の流れ・新しい交流と創造に取り組み、中⼼市街地の活性化を図る。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

賑わいと交流を生み出す豊かなまちへ 人口減少対策

� 移住定住に係る支援⾦等の拡充
・新規に二地域居住推進プログラムに参画するほか、おてつたびの活用や、移住体験
ツアー等により寒河江市の魅⼒を知ってもらい、市⺠との交流や本市での生活を実感
してもらう。
・市外から転⼊する若者夫婦世帯に対して、アパート等の住宅家賃の⼀部を助成し、
市内定住⼈⼝の増加を図る。

� 婚活支援の拡充
成婚促進に向けたセミナー・マッチングイベントの実施、成婚までの伴走⽀援及びマ
ンツーマンによる伴走⽀援により、短期間での成婚に結びつける事業を実施する。

� 寒河江百貨店の運営開始
交流⼈⼝の拡⼤、⼈材育成、創業⽀援、産業振興及び中⼼市街地活性化を目的として
「寒河江百貨店」の運営業務を委託する。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

賑わいと交流を生み出す豊かなまちへ 地域コミュニティの活性化

� 集落支援員による支援
⽩岩地区において、今後の地域のあり⽅を検討するにあたり、地域の窓⼝となり、住⺠
をまとめる役割を担う⼈材として集落⽀援員を配置する。

� コミュニティセンターへの指定管理導⼊
地域コミュニティの持続性の確保や地域活性化を目的に柴橋地区コミュニティセンター
を地元NPO法⼈が運営主体となる指定管理施設へ移⾏する。

交流人口の拡大と賑わいづくり

� 寒河江公園内の施設整備
寒河江公園多目的運動広場及び園路、市野球場の整備を実施し、あわせて⻑岡陣屋
跡発掘調査を実施する。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

安全安心で利便性を感じるまちへ 住民サービスの向上

� 住⺠票等のコンビニ交付の導⼊
住⺠の利便性向上のため、住⺠票等のコンビニ交付を始めるため、システム構築業務の

委託等を⾏う。

� 住⺠向けポータルアプリの構築等
分散していた情報を集約し、わかりやすく効果的な情報伝達を図るため、住⺠向け⾃治

体ポータルアプリを構築する。

� デマンドタクシー等運⾏の継続
市⺠の⽇常の交通⼿段を確保するため、デマンドタクシー及び市内循環バスを運⾏する。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

安全安心で利便性を感じるまちへ 防災・防犯対策の推進

� 市街地指定管理⿃獣対策
市が指定管理⿃獣の適正な管理を推進するにあたり、緊急銃猟制度に対応するために必

要な備品等を取得するほか、市街地における不要果樹の伐採や緩衝帯の整備に対し補助

を⾏う。

� 防災無線の更新
現⾏の無線⽅式のサービス終了に伴い、防災⾏政無線の更新⼯事を⾏い機能の強化を図

る。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

安全安心で利便性を感じるまちへ 介護・福祉・健康サービスの充実

� 高齢者肺炎球菌20価等接種費助成
高齢者肺炎球菌20価、高用量インフルエンザワクチン、⺟⼦免疫RSウイルスの接種に対
応するため、費用の助成を⾏う。

� 病院統合再編事業
県⽴河北病院と寒河江市⽴病院の統合再編に向け、用地の測量調査及び地質調査の業務
委託を⾏う。

� アプリで認知症予防事業
3年間の実証実験を経て「アプリで認知症予防事業」を新規事業として位置づけ、認知
症及びフレイル予防に関する情報発信や普及啓発、⽇頃からの予防への取組みを推進す
る。
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寒河江市

2．重要プロジェクト・主な施策

安全安心で利便性を感じるまちへ インフラの強靭化

� 道路舗装・新設改良事業
・市道の安全で快適な通⾏を確保するため、損耗路線等の舗装を⾏い、機能的な道路の

整備を実施する。（⼭⻄線、清助新⽥高松小学校線等）

・生活道路の整備を実施する。（仲⽥内ノ袋線、平塩3号線等）

� 除雪オペレーター確保対策
委託業者における除雪オペレーター確保のため、新たな制度設計を実施し、確実な除雪

により安全安⼼な市⺠生活を確保する。
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寒河江市

３．今後の展望

将来目標人口（令和17年度：35,070人）

全国的に進行する少子高齢化及び人口減少社会への対応は本市に
おいても重要課題

〇 子育て・教育環境、人材育成機能の充実

〇 豊かな暮らしを実現する持続可能な産業の振興

〇 全ての市民の健康と安全・安心の確保

〇 人口減少に対応した身近なコミュニティの形成

〇 自然と共存する住環境の維持・整備

これらの政策を着実に推進することで、将来目標人口の全員が「幸せ」
を実感できるようなまちづくりを目標に取り組んでいきます。
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１万数千年、脈々と人の暮らしを積み重ねてきた寒河江のまちを〈１００年刻み〉で考え、

子どもからお年寄りまで〈１００年３世代〉すべての市民が幸せを実感しながら未来に

世代を繋いでいく…市制施行70周年を機に掲げた「100年都市さがえ」の理念に基

づいて、誰もが住んでみたい、住み続けたい、住んでよかったと感じられるまちを目指

してまいります。

ご清聴ありがとうございました。寒河江市長 齋藤 真朗

結び
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「100年都市さがえ」

寒河江市


